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市
で
は
平
成
16
年
に
｢男
女
の
特
性
を

尊
重
し
、
共
に
支
え
合
い
、
責
任
を
分
か

ち
合
い
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
住
み
よ
い

大
田
原
市
｣を
築
く
こ
と
を
目
的
に
｢大
田

原
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例
｣

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
念
を
ふ
ま

え
平
成
19
年
3
月
に
｢お
お
た
わ
ら
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
｣を
策
定
し
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
・
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
国
に
お
い
て
も
法
整
備
の
充

実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
性
別

で
役
割
を
決
め
て
し
ま
う
考
え
方(

固
定

的
な
性
別
役
割
分
担
意
識)

が
根
強
く
残

っ
て
お
り
、
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の

参
画
、
職
場
に
お
け
る
能
力
発
揮
、
男
女

間
の
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
な
ど
、
多
く
の
課

題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
視
野

に
い
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
引
き
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
る
新
た
な
行
動

計
画
と
し
て
平
成
24
年
度
か
ら
5
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
｢お
お
た
わ
ら
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン(

第
２
次
大
田
原
市
男
女

共
同
参
画
行
動
計
画)

｣を
策
定
し
ま
し
た

の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

大
田
原
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

条
例
に
基
づ
き
、
次
の
６
項
目
を
基
本
理

念
と
し
ま
す
。

・
男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳

・
固
定
的
な
役
割
分
担
や
慣
行
に
と
ら
わ

　

れ
な
い
活
動
の
自
由
な
選
択

・
方
針
の
立
案
お
よ
び
決
定
へ
の
参
画
機

　

会
の
確
保

・
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の
活
動

　

の
両
立

・
男
女
の
生
涯
に
渡
る
健
康
の
確
保

・
国
際
社
会
の
動
向
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み

　

基
本
理
念
に
基
づ
き
将
来
像
を
実
現
し

ま
す
。

『一
人
ひ
と
り
が
輝
き
豊
か
で
活
力
の
あ
る

し
あ
わ
せ
感
の
高
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
』

　

将
来
像
を
実
現
に
向
け
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
次
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
設
定

し
ま
す
。

　　　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
く
に
あ

た
り
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
男
女
が
個
性

や
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
男
女
平
等
意
識

を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

多
様
性
に
富
ん
だ
社
会
の
実
現
の
た
め

に
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
男
女
が
対
等

な
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
へ
参
画
し
、
多
様
な
意
見
や
考
え
方
を

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

男
女
が
心
豊
か
で
と
も
に
多
様
な
生
き

方
を
選
択
で
き
、
家
族
や
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
責
任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
積

極
的
に
活
動
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス(

仕
事
と
生
活

の
調
和)

を
実
現
し
、
仕
事
と
仕
事
以
外

の
生
活
が
と
も
に
充
実
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

平
成
22
年
に
実
施
し
た
意
識
調
査
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
に
今
後

必
要
だ
と
思
う
こ
と
に
つ
い
て
、
男
女
と

も
に
｢仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
職
場

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
｣こ
と
が
最
も
多

く
、
女
性
で
は
63
・
4
％
、
男
性
で
は

54
・
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
、
｢差
別
的
な
社
会
通
念
や
し

き
た
り
を
な
く
す
｣が
、
女
性
で
は
39
・

6
％
、
男
性
で
は
42
・
7
％
と
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
各
分
野
で
の
有
識
者
の
方
々

15
名
に
よ
る
審
議
会
に
お
い
て
審
議
を
行

い
、
貴
重
な
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
本
計
画
に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
広
く
市
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

お
お
た
わ
ら
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の

構
成
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
お
お
た
わ
ら
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
る
ほ
か
、
政
策
推
進
課
、
各
支
所
、
図

書
館
お
よ
び
各
地
区
公
民
館
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　
　
　

(

２
３)

１
３
８
９

お
お
た
わ
ら
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン(

第
２
次
大
田
原
市

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画)

が
策
定
さ
れ
ま
し
た

お
お
た
わ
ら
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン(

第
２
次
大
田
原
市

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画)

が
策
定
さ
れ
ま
し
た

基
本
理
念

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

将
来
像

基
本
目
標

市
民
意
識
調
査
結
果

男
女
共
同
参
画
審
議
会
で
の
審
議

男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り

男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
参
画
で
き
る

社
会
づ
く
り

男
女
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り

男女共同参画講演会

イクメン講座
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おおたわら男女共同参画プランにおける施策の体系おおたわら男女共同参画プランにおける施策の体系

１  男女平等意識の形成

　  男女共同参画をめざす
      教育・学習の推進

３  人権の尊重

　  政策・方針決定の場
      への女性参画の拡大　　　　　　　

　  雇用の場における
      男女共同参画の推進

　  地域社会への男女共同
      参画の促進

　  国際化社会における
      取組みの推進

　  家庭生活とその他の
      活動の両立支援

　  男女の生涯にわたる
      健康の確保

　  高齢者等の社会参画
       への支援

男女共同参画

の意識づくり

男女が心豊かに

暮らせる

環境づくり

男女があらゆる

分野へ参画できる

社会づくり

基本目標Ⅰ

基本目標Ⅱ

基本目標Ⅲ

(1) 啓発活動の推進
(2) 情報の収集・提供の充実

(1)学校教育等における男女平等に関する
       教育の推進
(2) 家庭・地域における男女共同参画に
        関する学習の推進

(1)ＤＶ防止に対する啓発の推進
(2)ＤＶ相談体制の充実
(3)ＤＶ被害者の保護と自立の支援
(4) 関係機関との連携の強化
(5)セクシュアル・ハラスメント防止対
　   策の推進        
 
(1) 政策・方針決定の場への女性参画促進
(2) 女性職員登用・活用の推進
(3) 女性の人材育成の推進
(4) 市民意見の反映

(1) 男女の雇用機会均等・待遇確保の啓発
(2) 再就職への支援
(3) 農業等における男女共同参画の推進

(1)地域活動における男女共同参画の促進
(2) 市民活動との連携・支援

(1) 国際理解の促進
(2) 国際交流の推進

(1)ワーク・ライフ・バランス ( 仕事と
        生活の調和 )の推進
(2) 子育て支援体制の充実
(3) 介護支援体制の充実
(4) ひとり親家庭への支援

(1) 生涯を通じた健康保持の推進
(2) 母子保健の充実
(3) スポーツ活動の推進

(1) 高齢者の社会参画の環境づくり
(2) 高齢期の学習・スポーツ機会の充実
(3) 介護予防の充実
(4) 障がいのある人に対する福祉の充実

●基本目標 ●施策の方向 ●施策

２

１

３

２

２

１

３

４
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